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第５期総合計画推進管理評価調書について 

 

１ 第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目】・・・資料２－２ 

①「重点項目」 

重点項目の内容と目指す方向を記載しています。 

②「重点施策」（分野） 

重点項目に位置付けられた分野及び施策、その内容を記載しています。 

③「推進状況」 

各重点施策の推進状況についての評価結果を記載しています。 

推進状況についてはその内容により１～５点で区分しており、一番下に平均

値を算出しています。なお、２年度及びその右側に過年度の評価結果を記載し、

前年との比較をしています。 

④「重点項目の推進状況の評価」 

上記の推進状況の平均値により、重点項目の評価を行います。評価について

は、その数値により「Ａ 順調に進んでいる」「Ｂ 概ね順調に進んでいる」「Ｃ

推進が必要」「Ｄ 更なる推進が必要」の４段階としています。 

⑤「重点項目の推進状況」 

重点項目の推進状況に対してのコメントを記載しています。 

  ⑥「推進委員会評価結果」 

委員会で取りまとめた評価結果を記載します。 

 

２ 第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【施策（個表）】・・・資料２－３ 

① 「重点施策」 

重点施策の内容と担当部署を記載しています。 

② 目標指標と指標の推移 

評価を行う際に客観的な判断をするための「ものさし」として、施策ごとに

指標となる数値を設けており、一番左側の数値を基準として、２８年度からの

実績やその推移に対する分析内容を記載しています。 

③ 施策の推進に向けた取組状況と評価 

施策に対する事務事業の推進状況を踏まえて、「５ 順調に進んでいる」「４ 

ある程度進んでいる」「３ 遅れがある」「２ 着手した程度」「１ 未着手」

の５段階で評価しています。 

また、現在抱えている課題の解消に向けた取組や施策をより推進するための

取組を記載しています。 

④ 施策の推進に向けて取り組んだ事務事業と事業費 

施策を達成するための事務事業について、その内容及び担当部署、事業費の

２８年度からの実績を記載しています。 
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分野 施策 施策の内容
２年度
評価

元年度
評価

３０年度
評価

２９年度
評価

２８年度
評価

担当課
計画書
掲載頁

農業経営の安定
化

持続可能で安定性のある農業経営が展開できる取り組
みを進めます。 5 5 5 5 5 農政課

担い手、労働力
の確保

後継者を育成、確保するため、研修の開催や活動、交流
を促進します。 4.5 4.5 5 5 5 農政課

農業委員会

工業、企業
誘致

IC工業団地の拡
張と、新たな企業
の誘致

雇用の拡大が伴う企業の誘致に努めます。 5 4 4 4 4 商工観光課 31

観光
音更の魅力の活
用、PR

より魅力ある観光地づくりを進めるため、環境整備、食、
企画などに積極的に地域資源を活用します。 4 4 5 5 5 商工観光課 33

4.67 4.50 4.75 4.75 4.75

評価区分

推進状況

評価結果

重点項目1は、前年度から0.17ポイント推進状況が前進した。
商業の振興に向けた支援について、令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者に対する支援策を重点的に実施した。今後も
引き続き、商工会と連携しながら事業者のニーズ等を把握し、必要に応じて事業者支援に取り組む必要がある。
企業誘致について、立地企業件数は目標に達し、ＩＣ工業団地はほぼ完売しているものの、なおも事業者からのニーズがあるため、新たなＩＣ工業
団地の造成が課題となっている。
魅力の活用や農商工観連携の推進について、地域イベントや景観、モール温泉を活用した商品開発などが図られているが、令和2年1月以降、新
型コロナウイルス感染症の影響により、イベント類が軒並み中止となった。今後は、関係機関・団体と連携して、感染症拡大防止対策の徹底につ
いてＰＲするとともに、十勝川温泉ファンの再獲得に向け、積極的な音更・十勝川温泉の魅力発信に取り組んでいく必要がある。
新たな魅力発信拠点づくりについては、道の駅おとふけが令和4年4月の移転オープンに向け、順調に施設整備が進んでいる。
その他の施策については、順調に進んでおり、基幹産業の農業では安定した生産を確保し、強い農業基盤を構築するとともに、農商工観の連携
や農畜産物の高付加価値化につながる取組を行っている。

Ａ

重点項目

　1　産業の振興と雇用の場が広がるまちづくり

　各産業の経営の安定を促進するとともに、それぞれの産業の連携をはかり、産業の振興と雇用の場づくりを進めます。

4.50 4.50

25

5 5 商工観光課 29

第５期総合計画：重点施策推進管理評価調書【重点項目１】

  Ａ　順調に進んでいる　　　（4.50～5.00）
　Ｂ　概ね順調に進んでいる　（4.00～4.49）
　Ｃ　推進が必要　　　　　　（3.00～3.99）
　Ｄ　更なる推進が必要　    （0～2.99）

産業連携

新事業の創出を目的とした異業種間の交流や農商工観
連携を進めます。

農畜産物の高付加価値化をめざし、産学官との連携に
よる研究を進めます。

農畜産物や地場産品などの販売および音更の食、農業
をＰＲする機会を増やすため、新たに魅力を発信する拠
点づくりに努めます。

35

重点施策の推進状況評価の平均

農商工観連携の
推進

4.50 4.50

産業連携課
ふれあい交流
館
商工観光課

重点施策

農業[経営]

商業
商業の振興に向
けた支援

商業活動の活性化を促進するため、商工会をはじめとす
る組織の活動を支援します。

商業者の活性化をはかるため、空き店舗対策などを進
めます。

4.50

評価年度 令和３年度

5 5 5

資料２－２

8



第５期総合計画：推進管理評価調書【施策（個表）】 　　

区分
評価

特記事項

億円

１－３　指標の推移に対する分析

推移の分析
令和2年度については、前年度と比較して小麦及び馬鈴しょの総生産額が増となったほか、乳代の増などにより、農業総生
産額は対前年2.5億円増の286.0億円となった。

２　施策の推進に向けた現在の取組状況と今後（４の事務事業を参考に記載）

指標1

227.4 301.9 278.8 283.5 286.0 245.1億円以上

総合評価

施策の推進に向けた現在の取組（事務事業等）状況

推進状況

現在の取組状況を踏まえて、施策を推進するうえでの課
題や必要となる取組

⇒

⇒

⇒

農家経営の安定に向けて各種事業を着実に推進してお
り、中でも大豆の作付増への対応として産地パワーアップ
事業への取組、また、生乳増産支援のための酪農生産基
盤強化支援事業を実施している。

農家経営の安定に向けて各種事業を着実に推進するとと
もに、農産部門では産地パワーアップ事業を、畜産部門
では畜産クラスター事業等を実施し、生産体制の整備に
努めている。

農家経営の安定に向けて各種事業を着実に推進するとと
もに、農産部門では畑作構造転換事業を、畜産部門では
畜産クラスター事業等を実施し、生産体制の整備に努め
ている。

農家戸数減少、高齢化の進展の中、経営規模拡大に対
応するために労力支援体制の構築、農業ＩＣＴの推進を図
らなくてはならない。

３　総合評価（１－３及び２をまとめて記載）

産地生産基盤パワーアップ事業や畑作構造転換事業などの着実な推進により、施策の推進が図られていること、また、指標である
農業総生産額が目標を達成していることから、5評価とした。

同上

同上

評価基準

５
４
３
２
１

順調に進んでいる (指標の推移等も踏まえ、施策に向けて、事務事業や関連する取組が順調に進んでいる)
ある程度進んでいる(施策に向けてある程度進んでいる)
遅れがある(施策に向けて、事務事業や関連する取組があまり進んでいない)
着手した程度(施策に向けて、事務事業や関連する取組が進み始めたばかりである)
未着手（未着手である）

5

H28年度

H29年度

H30年度

5

5

R1年度 5

農家経営の安定に向けて各種事業を着実に推進するとと
もに、農産部門では産地パワーアップ事業や畑作構造転
換事業を、畜産部門では畜産クラスター事業等を実施し、
生産体制の整備に努めている。

⇒ 同上

R2年度 5

H28年度
（実績）

H29年度
（実績）

１－１　施策の進捗を把握する指標

１－２　指標の推移

区分
H30年度
（実績）

単位
R1年度
（実績）

R2年度
（実績）

R2年度
（目標）

H26年度
（基準）

207.1

農家経営の安定に向けて各種事業を着実に推進するとと
もに、農産部門では産地生産基盤パワーアップ事業や畑
作構造転換事業を、畜産部門では畜産クラスター事業等
を実施し、生産体制の整備に努めている。

⇒ 同上

施策

（１）農業経営の安定化

農業総生産額

区分 目標指標名 説明

「音更町農業概要」の農産および畜産を合わせた総生産額

担当部署

農政課

重点

指標1

◎

第５期総合計画：推進管理評価調書【施策（個表）】 　　

４　施策の推進に向けて取り組んだ事務事業

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

農業経営基盤強化資金
農家経済の安定を図るため、農業経営基盤強化資金（Ｌ
資金）の利息の一部を助成

農政課 5,592 4,367 3,587 2,865 2,313

畜産特別支援資金
酪農畜産経営の安定を図るため、畜産特別支援資金の
利息の一部を助成

農政課 621 611 743 626 563

営農対策協議会負担金
農業ICT技術等に関する調査研究、営農及びクリーン農
業の推進、担い手育成等の実施に対する負担金

農政課 1,664 1,664 1,664 1,664 1,664

農業情報システム運営協議会負担
金

農業気象情報及び農業経営情報、耕地情報の収集、分
析、提供等に係る負担金

農政課 2,740 2,740 2,670 1,570 1,570

人・農地プラン関連事業費 青年就農者や農地の出し手に対する支援 農政課 10,541 7,575 3,041 1,528 2,913

強い農業・担い手づくり総合支援交
付金

産地の収益力強化と担い手の経営発展を図るために必
要な施設整備等に対する支援

農政課 74,551 6,944

産地生産基盤 パワーアップ事業補
助金

地域農業再生協議会の産地パワーアップ計画に基づい
て取り組む事業主体の施設整備、機械取得等に対する
支援

農政課 86,045 308,500 1,458,500 200,794 200,716

平成28年度農業災害に係る農業経
営維持資金

平成28年度の天候不順により被害を受けた農業者の経
営再建及び経営維持安定を図るため、農業経営維持資
金の利息を農協と折半して助成（当初5年間無利子化）

農政課 229 1,769 1,512 1,265 1,042

家畜集出荷センター管理費 家畜集出荷センター清掃及び維持管理 農政課 681 726 913 755 741

公共育成牧場施設等管理費 町有牧場の施設修繕、草地の維持管理 農政課 3,236 1,191 1,806 5,444 1,498

乳牛検定事業補助金
優良乳用牛の資源確保のため、個体能力を的確に把握
するための牛群検定に対する補助

農政課 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

家畜衛生推進協議会補助金
家畜衛生思想の普及向上のための広報活動、家畜伝
染病の防疫の情報収集、予防注射、飼養環境改善指導
等に対する補助

農政課 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

家畜防疫対策事業費
公共育成牧場入牧に伴い実施する牛ウイルス性下痢粘
膜病の検査に要した検査料への農協補助に対し、町が
その１／２以内を補助

農政課 489 1,012 489 429 870

家畜伝染病特定疾病互助事業費
特定疾病発生時の損失の一部を生産者等が互助給付
する仕組みを構築し、生産体制及び経営の早期立直し
を図る

農政課 111 48 42 724 0

酪農生産基盤強化支援事業費 生乳生産者の生乳増産に向けた取組に対する補助 農政課 13,651 10,650 8,157

有害鳥獣駆除対策費 有害鳥獣駆除に対する猟友会への交付金ほか 農政課 4,151 4,530 4,767 5,414 5,887

農業再生協議会交付金
経営所得安定対策の推進や農業後継者確保対策事業
を行う協議会に対する交付金

農政課 12,211 14,093 13,656 14,821 13,332

平成28年台風対応耕畜連携緊急支
援事業補助金

平成28年の台風被害により操業停止したスイートコーン
加工施設の本格稼働までの間、代替作物としてデント
コーンを作付ける農家を支援

農政課 4,718 5,105

酪農ヘルパー活動事業補助金
近代的酪農経営の推進を図るため、酪農経営に休日と
ゆとりある生活を確保する酪農ヘルパー派遣経費に対
する補助

農政課 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700

大豆産地活性化対策事業補助金
ダイズシストセンチュウの被害対策に効果のある機能性
緑肥の播種に伴う掛り増し経費の支援に取り組む農協
に助成

農政課 618 650 515

平成30年度農業災害に係る農業経
営維持資金

平成30年度の天候不順により被害を受けた農業者の経
営再建・経営維持安定を図るため、農業経営維持資金
の利息を農協と折半して助成（当初5年間無利子化）

農政課 162 814 742

経営体育成支援事業補助金
農業者が融資により農業用機械等を整備する際に、取
得経費から融資を除いた自己負担部分に対する補助

農政課 7,972

畑作構造転換事業補助金
大規模化に対応した競争力のある畑地産地の構造転換
を図るための革新的生産技術や作業体系導入に対する
補助

農政課 73,902 182,366 275,783

担い手確保・経営強化支援事業補
助金

農業者が融資により農業用機械等の整備をする際に、
取得経費から融資を除いた自己負担部分に対する補助

農政課 20,212

耕畜連携粗飼料増産緊急支援事業
補助金

天候不順による粗飼料の収量減等に対応するため、耕
種農家が作付けしたデントコーンを酪農畜産農家が買い
取る費用の一部を助成

農政課 8,730

農業用ハウス強靱化緊急対策事業
補助金

北海道の「農業用ハウス災害被害防止計画」に基づい
て実施する既存ハウスへの被害防止対策に対する補助

農政課 521

令和2年度新型コロナウイルス感染
症に係る農業経営維持資金

令和2年度の新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
農業者の経営維持安定を図るため、農業経営維持資金
の利息を農協と折半して助成（当初5年間無利子化）

農政課 245

222,513 370,194 1,615,518 443,924 516,394

事務事業名 事務事業内容 担当部署
事業費実績額（単位：千円）

合計

資料２－３
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